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学習評価改革を進めていく上での羅針盤

・形成的評価と総括的評価を区別し評価材料を集める場面を重
点化する（「指導の評価化」に陥らない）。

・評価は授業の鏡、観点別評価を「学びの舞台」づくりにつなげる。

・「主体的に学習に取り組む態度」は「出口の情意」（試行錯誤、
工夫、問いの生成・展開）として捉え、「思考・判断・表現」の充実を
本丸にする（情意の評定を管理の道具にして学校を息苦しくしな
い）。
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4

形成的評価と総括的評価、評価と評定の違いを区別する

授業では、「形成的評価」として子どもを全体として把握しつつ、一人ひとりをしっかりと伸ばす。そして、単元末や学期末など、しっかり
と伸ばし切ったところで、確実に身に付いたかを全数調査（学びの舞台）でしっかりと確かめて評定（＝「総括的評価」）する。（出典：
石井英真『中学校・高等学校 授業が変わる学習評価深化論』図書文化、2023年、p.10。）
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「観点別評価」と「指導と評価の一体化」の課題

• これまでの小・中学校の観点別評価は、ややもすれば毎時間の
授業の過程で、教師の丁寧な観察により思考・判断・表現や関
心・意欲・態度の表れを見取り記録に残す評価として捉えられ
がちである。しかし、そのような形での観点別評価は、評価の問
題を授業過程での子ども理解一般（見取り）と混同することで、
評価対象を無限定に広げることにつながり、それゆえに、授業に
おいて教師は常に評価のためのデータ取りや学習状況の点検
に追われることになりかねない（「指導の評価化」という問題）。

5



学習評価改革を進めていく上での羅針盤

・形成的評価と総括的評価を区別し評価材料を集める場面を重
点化する（「指導の評価化」に陥らない）。

・評価は授業の鏡、観点別評価を「学びの舞台」づくりにつなげる。

・「主体的に学習に取り組む態度」は「出口の情意」（試行錯誤、
工夫、問いの生成・展開）として捉え、「思考・判断・表現」の充実を
本丸にする（情意の評定を管理の道具にして学校を息苦しくしな
い）。

6



小学校５年生の家庭科の事例から
題材名
「できるよ、家庭の仕事」 Aー（２）、（４）

題材目標
学んだことを生かして自分にできる家庭の仕事について日常生活から

問題を見出し、課題を設定し、様々な解決方法を考えて、実践した結果を
評価・改善し、考えたことを表現するなどして、課題を解決する力を身に
付ける。

出典：石井英真『中学校・高等学校 授業が変わる学習評価深化論』図書文化、2023年、p.25に掲載の岸田蘭
子先生作成資料より



題材の学習計画
第1次 ①自分にできる家庭の仕事について考える。課題設定

（これまでの学習で学んだことや家庭で行っている仕事について振り返りでき

るようになったことを発表する）

       ②家庭の仕事についてタブレットし調べ自分の家庭にあった方法を
   考える 課題解決の方法を考える

第2次 ③実践してきたことについて自己評価し、中間の振り返りをする。

保護者のコメントをもとにして改善方法を考える。評価・改善
      ④自分の実践を発表し、友達とアドバイスし合い改善方法を考える。

⑤実践した結果を評価・改善し新たな課題を見つけ次の実践に取り
組む。新たな課題の発見

出典：石井英真『中学校・高等学校 授業が変わる学習評価深化論』図書文化、2023年、p.25に掲載の岸
田蘭子先生作成資料より



題材計画と評価計画（場面・方法）の必要性

第１次①課題設定 ★知・技 思・判・表

   ②課題解決の方法を考える ↓ 主体的に学習に取り組む態度

第２次③評価・改善                ↓             ↓
     ④評価・改善                ★            ↓
     ⑤新たな課題の発見                       ★

★★★が記録に残す評価（総括的評価）

↓ は指導に生かす評価（形成的評価）
具体的な姿を基準にしたものがルーブリック

この題材のヤマ場 （課
題）は一体どこか

出典：石井英真『中学校・高等学校 授業が変わる学習評価深化論』図書文化、
2023年、p.25に掲載の岸田蘭子先生作成資料より
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11「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」（2019年１月）



表.「主体性」のタキソノミー（学びや活動への関与と所有権の拡大のグラデーション）

自治（変革人：エージェンシー） 社会関係を創りかえる

対象世界を創りかえる

人間的成熟（なりたい自分：アイデンティティ） 軸（思想）の形成

視座の高まり

自律（探究人：こだわり） 自分事の問いの深化

問いの生成

学び超え（生涯学習者・独立的学習者） 思考の習慣（知的性向）

関心の広がり

学習態度（自己調整学習者・知的な初心者） 方略的工夫

試行錯誤

関心・意欲 積極性（内発的動機づけ）

表面的参加 受身（外発的動機づけ）

出口の情意

入口の情意

特
別
活
動

総
合
学
習

教
科
学
習
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出典：石井英真『中学校・高等学校 授業が変わる学習評価深化論』図書文化、2023年、p.57。



本時のルーブリック（ポイント表と予備的ルーブリック）
出典：石井英真『中学校・高等学校 授業が変わる学習評価深化論』図書文化、2023年、p.25に掲載の岸田
蘭子先生作成資料より



14

出典︓⽯井英真『中学校・⾼等学校 授業が変わる学習評価深化論』図書⽂化、
2023年、p.99,121に掲載の広島県教育委員会⾼校教育指導課提供資料より


